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「女性にとって働きやすく安心できる環境を生み出すにはどうしたら良いのだろう」現
場社員や職長会のそんな疑問がきっかけとなり、現場オリジナルの取組みを始めま
した。
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内容

女性が働きやすい組織の構成や次世代
勤務形態の考案、および最新ITツール等
を活用した業務形態の工夫

効果

・当現場は女子大学キャンパス内での工事ということで、女性
が目立つ活躍を推進することを目的として、建築、設備、施工
図、事務に女子社員の割合を多く配置し、女性目線を上手に活
かし、『現場で働くすべての人にとって快適な環境』をつくる。
・業務で使う道具が軽量化できる最新ツールを活用することで、
先進的な印象も周囲に与えることができる環境をつくり、女性が
受けるストレスも軽減する取り組みを行う。

1.女性社員の割合を多く配置した施工体制
2.女性社員合同の環境パトロールを実施し、女性目線（レディースア
イ）による快適な現場環境の維持、向上
3. 鹿島社内の最新ツールである検タス（配筋検査ソフト）を導入し、図
面や黒板など多数の重い道具が必要だった配筋検査をiPad一つでで
きるようにして、ストレスを軽減
4. 現場組織内に工務（工務事務）係という新しい担当を設け、事務所
内業務（BIM、積算、計画書等）に特化した新たな勤務形態を採用
5. 現場オリジナルでピンク色の職長用ヘルメットを製作し、職長会全
員で着用

・女子チームは事務所内で強い存在感を持ち、現場全体が明るくなっ
た。
・女性目線（レディースアイ）による細やかなパトロールで、女性だけで
なく現場で働くすべての人に快適な環境を整備できている。
・女性ならではの気配りと緻密さを活かした、先手の現場運営と最新
技術による現場管理により、女性ならではの視点が『ものづくり』に貢
献できている。
・業務形態の工夫により、所員全体の労務時間の短縮と作業の効率
化に貢献している。また、将来のライフイベントを見据えた勤務形態
（フレックス勤務等）を構築している。（考案している。）

第１回（平成２７年度）　日建連　けんせつ小町活躍推進表彰　受賞内容
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鹿島建設株式会社

関西支店　京都女子大学工事事務所
女性が働きやすい職場環境の整備・改善と業務形態の工夫

活
動
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5. 職長会ピンクヘルメット2. レディースアイによる現場整備

3. 検タス（ｉPad）を利用し配筋検査

4. 工事検討会のサポート（BIM）

1.女性社員の割合を多く配置した施工体制

資料8.鹿島


